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ま　

え　

が　

き

教
育
は
、
人
格
の
完
成
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
学
校
教
育
に
お
い
て
、
自
ら
を
律
し
つ
つ
、
他
者
と
共
に
協
調
し
、
他
人
を
思

い
や
る
心
や
感
動
す
る
心
な
ど
の
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
こ
と
は
大
変
重
要
で
す
。

平
成
二
十
年
一
月
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
で
は
、
生
命
尊
重
の
心
の
不
十
分
さ
、
自
尊
感
情
の
乏
し
さ
、
基
本
的
な
生
活
習
慣

の
未
確
立
、
規
範
意
識
の
低
下
、
人
間
関
係
を
形
成
す
る
力
の
低
下
な
ど
子
ど
も
の
心
の
活
力
が
弱
っ
て
い
る
傾
向
な
ど
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
三
月
に
告
示
さ
れ
た
中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
道
徳
教
育
の
充
実
・
改
善

を
図
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
発
達
の
段
階
に
応
じ
た
指
導
内
容
の
重
点
の
明
確
化
、
生
徒
が
感
動
を
覚
え
る
よ
う
な
魅
力
的

な
教
材
の
開
発
や
活
用
、
道
徳
教
育
推
進
教
師
を
中
心
と
し
た
指
導
体
制
の
充
実
、
道
徳
の
時
間
の
授
業
公
開
や
家
庭
・
地
域
社
会

と
の
共
通
理
解
・
相
互
連
携
な
ど
で
す
。

本
書
は
、
新
し
い
中
学
校
学
習
指
導
要
領
の
第
三
章
道
徳
を
踏
ま
え
、
新
設
さ
れ
た
内
容
項
目
、
指
導
内
容
の
重
点
項
目
及
び
情

報
モ
ラ
ル
な
ど
に
関
す
る
読
み
物
資
料
と
そ
の
活
用
例
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

望
ま
し
い
道
徳
教
材
の
あ
り
方
と
し
て
、「
子
ど
も
の
興
味
・
関
心
・
共
感
を
呼
び
、
生
き
る
喜
び
・
夢
や
勇
気
を
与
え
、
人
間

と
し
て
よ
り
よ
く
生
き
る
こ
と
の
意
味
を
深
く
考
え
ら
れ
る
も
の
」、「
人
間
尊
重
の
精
神
や
生
命
に
対
す
る
畏
敬
の
念
に
か
な
い
、

子
ど
も
の
発
達
段
階
や
生
活
経
験
を
踏
ま
え
適
切
な
内
容
・
表
現
と
な
っ
て
い
る
も
の
」、「
指
導
の
ね
ら
い
で
あ
る
道
徳
的
価
値
が

明
確
に
と
ら
え
ら
れ
、
指
導
過
程
や
指
導
方
法
を
工
夫
し
や
す
く
、
道
徳
的
実
践
意
欲
・
実
践
力
を
高
め
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

道
徳
の
時
間
の
目
標
の
達
成
を
図
り
、
生
徒
に
充
実
感
を
も
た
ら
す
よ
う
な
生
き
生
き
と
し
た
指
導
を
進
め
る
た
め
に
は
、
道
徳

の
時
間
の
資
料
と
な
る
魅
力
的
な
教
材
を
多
様
に
開
発
し
、
そ
の
効
果
的
な
活
用
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
各
学
校
に
お
い
て
、

本
書
が
活
用
さ
れ
、
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
生
か
し
た
道
徳
の
時
間
の
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

最
後
に
、
本
書
の
作
成
に
当
た
り
、
多
大
な
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
協
力
者
ほ
か
関
係
の
方
々
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
三
月

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
長

布　

村　

幸　

彦
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※印の資料は、情報モラルについても取り上げている。
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